
1953年6月16日　第三種郵便物認可 隔週月曜日発行　　号


講
演
を
す
る
日
本
共
産
党
の
志
位
委
員
長

　

９
月
17
日
、
日
本
共
産
党
創
立
１
０
０
周
年
記
念

講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
志
位
和
夫
日
本
共
産
党

委
員
長
が
登
壇
し
、「
日
本
共
産
党
１
０
０
年
の
歴

史
と
綱
領
を
語
る
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。
講

演
を
聞
い
た
青
年
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

 

（
関
連
２
面
、文
中
は
一
部
仮
名
、齊
藤
崇
記
者
）

社会を変える展望を広めよう

日本共産党創立100周年記念講演会

ロシア予備役30万人動員 （３面）

高校生の就職活動って？ （６、７面）

学費はいますぐ半額に―矛盾を深める岸田政権の修学支援制度改革 （10、11面）

312324102022年　 月　 日（月）

記念講演をよく読みこみたい

愛知　社会人　東山さん
　記念講演では、当時絶対的に正

しいとされたソ連の権威性に対

し、日本共産党は惑わされなかっ

たこと、日本共産党はマルクスの

文献を自分たちで研究し、科学的

社会主義の理論を築き直していっ

たことが語られました。正しいこ

とは何かを常に問い続け、社会を

良くしようとしている団体とし

て、信頼できると思いました。

　後半には、「反共と反動のくわ

だての一歩一歩が、自民党政治と

国民との矛盾を広げ、支配体制を

もろく弱いものにしている」「日

本はいま、新しい政治を生み出す

『夜明け前』」というお話があり

ました。社会保障

を削るなど、自分

たちだけが得をし

ようという政治が

なされると、必ず

どこかにしわ寄せ

がいくと思いま

す。そういう矛盾が露
ろ

呈
てい

して自民

党政治の支配がもろく弱いものに

なっていると思うので、ふに落ち

る話でした。今の政治の何が問題

かをちゃんと分かってもらえるよ

うな対話をできるようになりたい

ですし、記念講演をよく読みこん

でいきたいです。

まわりに流されず主張し続けたい

東京　大学生　岡野さん
　戦前の天皇絶対の専制政治の変革に

正面から挑むという部分で、困難の

中、命懸けで活動してきた人がいたか

らこそ今の日本国憲法があるのだと感

じました。今の社会は、変な目で見ら

れたくないから何も言わない、という

ようなところがあると思います。しか

しかつて、政治批判をするのが本当に

命懸けだった時代

に、それでもたたか

い続けた人がいたこ

とを思えば、周りの

目とかを気にするの

ではなく自分が正し

いと思うことを主張

し続けないといけないと思いました。

ソ連との論戦は世界的な意義をもつ
東京　大学院生　小川さん

　戦前のたたかいについて、特に

女性党員が命を懸けてたたかって

いたのは知りませんでした。女性

党員を含め亡くなった方の名前が

何人も出てきましたが、自分が同

じ立場だったら、命を懸けてまで

自分の主張を貫けなかったかもし

れないと思うと、襟
えり

を正したくな

る事実だと思います。

　戦後、多くの国の共産党がソ連

に迎合する中で、日本共産党は独

自の立場を貫き、唯一ソ連と論戦

をくり広げたことは世界史的意義

があると思います。もし日本共産

党がソ連とたたかわずに迎合して

しまっていたら、

全体主義に陥
おちい

り、

共産主義そのもの

が過
あやま

ちとして葬り

去られていたので

はないかと考えま

した。

　ソ連共産党に対抗した共産党が

あったということは、少なくとも

共産主義自体が間違いではなかっ

たことの証明になると思いまし

た。日本国内でも自公政権に対す

る確固たるストッパーがおらず、

今以上にやりたい放題やられてい

たのではないでしょうか。
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